
第１回わいわい、つながる！ソフトバレーボール交流会
国籍を超えて支え合えるまちづくりを目指し、６月 13日に内之浦銀河アリーナで「第１回

わいわい、つながる！ソフトバレーボール交流会」が開催されました。初めての試みとなっ
た今回は、町内の企業で働くベトナム国籍 20名、インドネシア国籍 11名の方々を含む、総
勢 68名が参加。スポーツを通じて交流を深めました。
最初は少し緊張気味だった参加者の心をほぐしたのは、ユニークなアイスブレイクです。

出身地の地図にシールを貼ることで「ご近所さん」を見つけて会話を弾ませた後、チーム対
抗のミニゲームでは、縄跳びを使って協力してボールを運ぶのに大盛り上がり。言葉が通じ
なくても、アリーナにはすぐに笑い声が響き渡りました。
メインのソフトバレーボールでは、初めて競技に触れる参加者も多い中、お互いにルール

を教えながら試合がスタート。試合を重ねるごとに、白熱したラリーが続き、コートのあち
こちから「ナイス！」「ドンマイ！ドンマイね！」と得点が決まるたびに、国籍を超えたハイタッ
チが交わされました。
あっという間のひと時でしたが、参加者全員が笑顔で、「次も参加したい！」「今度は友だ

ちも誘います」と次回の開催を心待ちにしていました。

「こんにちは」「こんにちは」でつながる！でつながる！
    きもつきで暮らすきもつきで暮らす「ご近所さん」
スーパーの売り場や通学路など、町のあちこちで、

私たちと同じように日々を過ごしているベトナムや
インドネシアから来た仲間たちがいます。
「普段見かけるけど、何と声をかければ良いか分か
らない…」と戸惑っているそこのアナタ、そんな時
は、恥ずかしがらずにぜひ声をかけてください。「こ
んにちは」や「お疲れ様！」の一言が何か新しい繋
がりの始まりになるかもしれません。
　今回は、町内で働く３人の皆さんにインタビュー。
彼らの素顔を知れば、今度町で出会ったときの距離
が、グッと縮まるはずです。 インドネシア出身
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